
多様な学修歴を有する入学者に対応できるように、大学生活や社会に出る準備段階としての学修意欲を高め、
学習規律を身に付けます。

基礎
教養科目

初年次演習、キャリアデザイン科目

学校現場で求められている「課題を発見する力」「情報を読み取る力」「複眼的に物事をとらえる力」「他者と協働する力」
「解決に導く力」等の主体的な問題発見能力や能動的な学修活動能力を育成します。

課題探究科目

教
養
科
目
の
科
目
群

（市民リテラシー／多文化リテラシー／科学リテラシー／ものづくりリテラシー）

教育実践を支える職業人の役割について考えるとともに、新しい持続可能な社会に向けた、ユニバーサルデザインの
学校教育の基盤について、多面的に捉えて理解します。

教育実践
教養科目

教職教養科目

学校現場で対応の要望が高まる外国人児童生徒支援教育、学校安全等を題材に、新しい教育の機会均等や
マネジメントの在り方について探ります。

現代的教育課題対応科目（ジェンダー・セクシュアリティと教育／外国人児童生徒支援教育／情報の活用と管理／学校保健・学校安全）

実践力育成科目

（教職論／教育原論／特別支援教育基礎／発達障害のある児童生徒理解基礎）

教育課程とカリキュラム

愛知教育大学は、広域の拠点的役割をはたす教育大学として、人間理解と真理探究に努め、

教育が直面する現代的課題への対応力を有し、子どもたちの未来を拓くことができる

豊かな人間性と確かな実践力を身に付けた専門職業人の養成を使命としています。

この使命を達成し、ディプロマ・ポリシーに基づいた学生を育成するために、

全課程の学生が受講する「共通教育科目」と、学校教員養成課程・教育支援専門職養成課程

それぞれで学びを深める「専門教育科目」で教育課程を編成・実施しています。

■ 教養科目

■ 日本国憲法

■ 情報教育入門

■ 外国語科目

■ スポーツ科目

　 があります。

共通教育科目

全課程の学生が受講する科目です

4-year
Undergraduate
Curriculum

次ページ以降で、各課程の４年間のカリキュラムをチェック！

実践力育成科目は、子どもの生活実態を知り、子どもとのコミュニケーション能力を養い、感性を磨くなど、教育実践を支えるための実践力を
高めることを目的としています。1年次は、居住地の小中学校等を訪問して体験的に児童生徒の学びや学校生活に触れる「学校体験活動入門」
を行い、２年次は、教育施設等にて、教育活動の補助を週１回のペースで実践する「学校体験活動Ⅰ」があります。３・４年次は、「学校体験活動
Ⅱ」、「地域協働教育体験活動」の２科目から１科目を選択し履修します。

1年次

学校体験活動入門
必修

2年次

学校体験活動Ⅰ
必修

3・4年次

学校体験活動Ⅱ・地域協働教育体験活動
（２科目から１科目履修）選択

教師の何気ない一言が、子どもたちの大きな一歩を踏み出す
きっかけになるのだと実感しました。

「学校体験活動I」では、授業の学習サポートをしたり、休み時間には子どもたちと一緒になって遊んだり、

多くの学年の児童と触れ合うことができました。印象に残っているのは、高学年の授業での児童とのやり

とりです。挙手を迷っている児童がいて、近づいてみると他にはない意見が書かれていました。「いいこと

書いてるじゃん！」と声をかけた次の瞬間、その児童は自信を持って手を挙げてくれて。教師の一言が子ど

もの行動を後押しできるのだと、教職の魅力を改めて実感しました。教員になるためには知識とともに、実

践力が必要です。愛教大では1年次から教育現場での実習機会が豊富に用意されているので、その一つ一

つを実践力を養う貴重な機会として生かしていきたいです。

学校教員養成課程
義務教育専攻 音楽専修2年
愛知県立半田東高等学校出身

教育支援専門職養成課程 心理コース3年 愛知県立国府高等学校出身  

先輩メッセージ

スクールカウンセラーを目指す私にとって、心理だけでなく教育や
子どもについて学びを深められる環境は、理想的でした。また、教師
を目指す仲間と関わることで、将来の役に立つと考えました。実際、
他学科との交流が多く、現場を体験できる学校体験活動も充実して
おり、学びの幅を広げてくれると感じています。

心理と教育が学べるカリキュラム心理と教育が学べるカリキュラムA1

大学入学共通テストが終わってからは、過去問をすべて解き、担当の
先生に添削してもらいながら何度も書き直しました。また、心理に
関する本を2週間で10冊以上読むなど、さまざまな分野の理解を
深めました。実際、受験で役立ったのは身に付けた知識の10分の1
程度ですが、やった分だけお守りになると思います。

過去問は先生の添削を受け何度も復習過去問は先生の添削を受け何度も復習A2

教育支援専門職養成課程 福祉コース3年 愛知県立江南高等学校出身  

もともとは、不登校やいじめの支援に携わる養護教諭を目指していた
のですが、本学のホームページでスクールソーシャルワーカーの
存在を知り、その役割に興味を持ったことがきっかけです。一人一人
の学びたいことに対して丁寧な指導をしてくださり、少人数講義で
学びを深め合える環境に満足しています。

スクールソーシャルワーカーを目指してスクールソーシャルワーカーを目指してA1

二次試験の総合問題対策としては、国語科の先生に過去問を添削
してもらい、複数の資料を比較して意見をまとめる練習を繰り返しま
した。また、福祉に関する記事の切り抜きや、不登校やいじめ対策に
関する本を読み、知識を深めていきました。この積み重ねが当日の
自信につながったと思います。

福祉に関する記事や書籍で見解を深めた福祉に関する記事や書籍で見解を深めたA2

教育支援専門職養成課程 教育ガバナンスコース2年 愛知県立岡崎西高等学校出身  

公務員試験への支援が充実していて、教育や社会問題について幅
広く学べる点に魅力を感じたからです。実際、教育について法律や
心理、福祉や経営など多面的な視点で学びを広げられる授業が充実
していると感じます。将来、教育を支える仕事に就きたい人はもちろん、
幅広い知識を身に付けたい人にもおすすめです。

公務員になるための支援が充実公務員になるための支援が充実A1

二次試験に向けては、日本の社会問題について自分の意見を整理
し、過去問を使って論述・口述練習を繰り返しました。教育に関連
した社会問題が出題されることもあるため、過去問で傾向を把握する
ことがおすすめです。大学入学共通テスト対策としては、基礎を早め
に固め、演習と復習を徹底しました。

社会問題に対する自分の意見を整理社会問題に対する自分の意見を整理A2

Senior
Student
Message

先輩Voice

だから、愛教を選んだ！Q1

こんな受験対策をした！Q2
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義務教育専攻教科指導系10専修における履修例
■ 共通教育科目
■ 専門教育科目

教育課程とカリキュラム

※ただし、特別支援教育専攻学生は必須

■ 介護等体験  ｜ 1・2年次 小・中学校の教員免許取得に必須

選択

体験的学修として小学校および中学校の教育職員免許状（教員免許）を取得しようとする者が必ず履修しなければならないものです。一般

的な介護等体験の内容は、障害者、高齢者等に対する直接的な特別支援、介護、介助だけでなく、話し相手、散歩の付き添い、行事の補助

などの交流等の体験など幅広い活動が予定されています。体験内容はそれぞれの学校、施設等で異なります。

■ 学校教育実習  ｜ 3年次

卒業要件として履修が必須の教育実習です。「学校教育実習」では、実習態度や、幼児・児童・生徒の理解と指導、学級・保健室経営や保育

活動、道徳指導について特に重視をした実習を行います。

必修

■ 学校種別実習  ｜ 4年次

学校教育実習とは別の校種の教育実習です。学校教育実習での経験を生かしつつ、さらに学生が専攻する専門性に則った学習指導の個人

立案や、自己課題の解決活動について特に重視をした実習を行います。

学校教員養成課程では、教員免許取得のため、
１・２年次に「介護等体験」を、３・４年次に「教育実習」を行います。

学校教員養成課程４年間の学び

教育実習、介護等体験
1年次 2年次

介護等体験
（特別支援学校）

介護等体験
（社会福祉施設）

教育実習（小・中・高）

特別支援学校教育実習

3年次

学校教育実習

4年次

1年次

■ 共通教育科目

■ 教育科目

■ 初等教科教育法科目　■ 中等教科教育法科目

■ 初等教科内容科目

■ 中等教科内容科目

■ 卒業研究

■ 義務教育専攻科目

専攻基礎科目

教育実践開発科目

2年次 3年次 4年次

■ 初等教科教育開発Ⅰ
■ 初等教科教育開発Ⅱ
■ 中等教科教育開発Ⅱ

■ 学校教育実習の指導
■ 学校教育実習（小学校）
■ 中学校教育実習
■ 教職実践演習

共通教育科目：全課程の学生が受講する科目です。（9ページ参照） 卒業研究：専門分野に関わり、自ら研究
テーマを設定し、文献調査、実地調査、質問
紙調査、実験、制作などを通して学術的に
探究し、まとめます。

専攻科目：専門領域の精深な知識を修得して教職に求められる学識と能力を培います。

教育科目：教育学や心理学など教育全般の基礎的理論や、道徳や総合学習、生徒指導など教育実践の理解を図る科目群です。
教科内容科目：各教科の内容・教材についての基礎的な理解を図る科目群です。　教科教育法科目：各教科の教育課程や指導方法を学ぶ科目群です。

教育実践開発科目：
３年次以降に実践的な模擬指導演習や学校現場での教育実習で、身に付けた専門性を
試行して学修の到達を振り返ります。教育実習は、本学では、実践力育成科目、介護等体験
を経て、３年次、４年次に実施します。特に３年次の教育実習は、教員免許取得のための
必修科目であり、本学の卒業要件でもある大切な科目です。

教育実習が始まる前は不安と緊張が入り混じり、「授業をうまく進められるのか」「3週間や

りきれるのか」と、考えるほど自信を失いそうでした。それでも実習先でのたくさんの経験を

通じて、その不安は楽しさへと変わっていきました。印象に残っているのは、小学校4年生の

社会見学です。浄水場を見学した子どもたちが次々と疑問を持ち、それを職員の方にたずねて

解決する様子を見て、「こんな学びの場を提供できる先生になりたい」と強く思いました。

自分が担当した郷土の偉人をテーマにした授業でも、子どもたちが自発的に課題に取り組ん

でくれたのが、とてもうれしかったです。ある児童は独自にインタビューを行い、また別の

児童は授業で触れた本を購入し、熱心に読み込んでくれました。子どもたちが主体的に

学び、成長していく姿を間近で見られたことは、教師を目指す上で貴重な経験となり、「絶対

にもう一度この場に立とう」と心に決めました。

子どもたちの学びの姿勢に触れた実習で、
教師という仕事の楽しさを実感！

学校教員養成課程 義務教育専攻
社会専修4年
愛知県立豊田南高等学校出身

教育実習
先輩Voice

実習先は、以前に「学校体験活動Ⅱ」で関わったことのある小学校。子どもたちと再会できる

ことに期待しながらも、一人で授業を行うという初めての経験に緊張も感じていました。

実習では国語・社会・算数など、計18時間の授業を担当。「きっと子どもたちはこういう反応

をするだろう」と普段の子どもたちの様子をもとに、指導教員と効果的な指導法について

考え、授業構想を練りました。そんな中、自然災害をテーマにした社会科の授業では、子ども

たちが自ら考え取り組む姿を見ることができ、感動したことを覚えています。前に立って話し

てもなかなか聞いてくれないなど、苦労した場面も少なくありませんが、指示の伝え方を

工夫するなど課題を乗り越える中で、自分も少し成長できたように思います。今後も子ども

たちと一緒に成長できる教師を目指し、努力を続けていきます。

この子たちならどう反応するだろう？
試行錯誤する中で見られた、子どもたちの成長。

学校教員養成課程 義務教育専攻
学校教育科学専修4年
愛知県立豊橋東高等学校出身

教育実習
先輩Voice

教育実習先では3年生のクラスに配属され、授業だけでなく、STや文化祭、体育祭の準備や

運営に携わることができました。特に勉強になったのは、現場の先生方の授業です。生徒の

主体性を引き出す問いかけや、生徒を巻き込む意見の取り上げ方などを観察し、それを参考

に自分の授業を構築していく過程で多くの気付きを得ることができました。緊張しながら

臨んだ初回の授業で「分かりやすかった」と言ってもらえたときは、非常にうれしかったです。

不安で張りつめていた気持ちが一気に和らぎました。また、生徒たちと密に関わったり、ほか

の実習生とより良い授業をつくるためのアイデアや改善点を共有したりする中で、自分自身の

成長も実感できました。実習を終えた今、教員という仕事のやりがいを改めて感じています。

確かに大変なこともありますが、生徒の成長を身近で感じられるこの仕事への情熱は、一層

強まりました。

「教員になりたい！」その気持ちが
揺るがないものになりました。

学校教員養成課程 高等学校教育専攻
理科専修4年
愛知県立西春高等学校出身

教育実習
先輩Voice
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■ 共通教育科目
■ 専門教育科目

1年次

■ 共通教育科目

・人間心理を理解する科目

・心理学の知識技能を学ぶ科目

■ 心理学実験Ⅰ・Ⅱ■ 

・心理臨床を理解する科目

■ 卒業研究

専攻科目（コース必修科目）

■ 教育支援科目■ 

■ 教育学基礎科目■ 

課程内共通科目

2年次 3年次 4年次

共通教育科目：全課程の学生が受講する科目です。（9ページ参照） 卒業研究：専門分野に関わり、自ら研究
テーマを設定し、文献調査、実地調査、質問
紙調査、実験、制作などを通して学術的に
探究し、まとめます。

教育支援専門職養成課程４年間の学び 心理コースの履修例

教育支援専門職養成課程では、主に３年次に「心理実習」、「福祉実習」、「学校・自治体インターンシップ」等の

実習科目を開設しています。これらの実習は卒業要件ではありませんが、「心理実習」は公認心理師、

「社会福祉実習」は社会福祉士試験の受験資格取得のために必要となる科目です。

コース 主な学外実習科目 実習時期

心理コース 心理実習Ⅰ ３年次前期

福祉コース

スクール
ソーシャルワーク実習

３年次前期

２年次後期

４年次後期

教育
ガバナンス
コース

学校・自治体
インターンシップ ３年次前期

実習の概要

教育支援専門職養成課程で目指せる資格、取得できる資格については15ページ参照

心理実習、福祉実習、学校・自治体インターンシップ等

保健医療・福祉・教育・司法犯罪・産業労働の５領域における見学等の実習を
行います。この実習を通して、①心理に関する支援を要する者へのチームアプ
ローチ、②多職種連携および地域連携、③職業倫理および法的義務について
の概要と実際を理解することを目標としています。

それまで学んだ社会福祉に関する知見を、児童、障害、高齢領域などの現場
での実習を通して理解を深めます。ソーシャルワークが必要とされる現場の
理解、ソーシャルワークの知識・技術を実習から理解します。
さらに、教育現場でのスクールソーシャルワーク実習も行います。

学校・自治体等において、教育行政や学校事務のマネジメントや職務の遂行に
関わる体験を通して、大学でのキャリア教育・専門教育を推進するとともに、
大学での教育研究・学修と学校・自治体での体験を結び付けることを目標とし
ています。

社会福祉実習Ⅰ

社会福祉実習Ⅱ

専攻科目：
専門領域の精深な知識を修得して教育
活動及び子どもたちを支援することの
できる専門職に求められる学識と能力
を培います。

教育学基礎科目：
教育や人間の発育・発達に関する基礎
理論を学びます。
教育支援科目：
スクールカウンセラーなどの専門職と
教員が連携・協働することで「チーム」と
しての機能が発揮される「チーム支援」
の基本的な考え方を修得します。

専攻科目（コース選択科目）

■ 心理的アセスメント
　Ⅰ・Ⅱ（実習）

■ 心理演習
■ 心理実習Ⅰ・Ⅱ
■ 教育臨床心理学演習

■ 教育支援
　心理演習Ⅰ・Ⅱ

・人間心理を理解する科目
・心理学に関わる医学領域を理解する科目
・心理臨床を理解する科目
・学校現場の教育方法を理解する科目

・心理学の知識技能を学ぶ科目

教育課程とカリキュラム

精神科病院の隔離室を見学した際、心理職の方から言われた「人間の心がここまでいくのだ

と感じてほしい」という言葉が今も心に残っています。隔離室が患者さんを守るためのもの

だと理解しつつも、それが人権侵害を伴う現実には心が痛みました。そして、人に心がある

以上、誰にでも関係のある場所になり得るのだと思い、心理職が果たす役割の大きさを改めて

感じました。実習では、少年院や児童心理治療施設など、多様な現場の心理職の仕事を間近

で見ることができました。また、特別支援学校の授業や精神科クリニックのリワークプログラム

など、実際の現場を体験できたことも良い経験になりました。実習を通じて感じたのは、現場

ごとにさまざまな課題や苦労がある中で、心理職の方々が使命感をもって仕事に臨んでいる

ということ。今後、どの領域に進むかはまだ決まっていませんが、実習で出会った心理職の

方々のように使命感と誇りをもって仕事に携わりたいと考えています。

人の「心」に向き合う現場で、
心理職の役割の大きさを実感しました。

教育支援専門職養成課程
心理コース4年
三重県立川越高等学校出身

心理実習
先輩Voice

高校生のころから児童福祉に興味があり、実習先は児童養護施設を希望しました。実習先では、

小学生から高校生までの子どもたち6人が生活するユニットの配属となり、食事、宿題、外遊び

など、施設での生活を共にしました。専門的な活動としては、中学生の支援計画の作成にも

取り組みました。印象的だったのは、支援計画を作成する中で、「これは支援者が考える課題で

あって、子ども自身がそこに問題意識をもっているとは限らない」と実習指導者から言われた

一言です。子どもの視点を大切にし、彼らの将来を見据えて支援を行うことの大切さを強く

感じました。また、離れて暮らす親御さんからのプレゼントについてうれしそうに話す子や、面会

を楽しみにする姿を見て、子どもたちの家族に対する思いの大きさを知りました。児童福祉司

として子どもたちがより良い生活を送れるよう支援し、家族や関係機関とをつなぐ架け橋の

ような存在になろう、そう心に決めた実習でした。

大切なのは子どもたちの目線に立つこと。
将来は、子どもたちの幸せをつなぐ架け橋になりたい。

教育支援専門職養成課程
福祉コース4年
鳥取県立米子東高等学校出身

福祉実習
先輩Voice

市役所実習ではさまざまな課の業務を経験しました。特に印象深かったのは、図書館管理課

での外国語案内調査です。図書館内の案内表記を一つずつ確認し、多言語対応の改善案を

提案。広い館内を回りながら、多様な利用者の視点を想像し、分かりやすい案内表記を考え

ることは簡単ではありませんでした。しかし、提案後に課長からフィードバックをいただき、

市の現状や利用者のニーズを深く理解し、それに即した提案が重要であることを実感。市民

の皆さんにとってより良い施設にする意義を学べた貴重な経験でした。実習を通じて、市役

所職員をはじめとする教育支援専門職が、多様な角度から市民の教育を支えていることを

知り、この仕事に就きたいという思いがさらに強まりました。教育の在り方が問われる今、

教育を支える立場で社会に貢献するという目標を胸に、学びを深めていきたいと思います。

市民の教育を支える専門職を目指して、
多様な視点で学びを深めていきたい。

教育支援専門職養成課程
教育ガバナンスコース4年
愛知県立岡崎北高等学校出身

学校・自治体インターンシップ
先輩Voice
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